
 

 
 
 
 

 
 
 

一人ひとりの幸せな人生と豊かな社会を実現するために 

校 長 海江田 なぎさ  

旧年中も、保護者・地域の皆様には、さまざまな形で
本校の学校教育活動に御理解・御協力をいただき、あ
りがとうございました。大久保神社氏子・大久保中学
校学校運営協議会主催で実施した「大久保神社社叢ク
リーン活動」では、多くの保護者、地域の方々ととも
に、５５名の生徒が活動に取り組むことができまし
た。御協力をいただき、ありがとうございました。 

一人ひとりの豊かで幸せな人生と社会の持続的な発
展の実現に向けて、子どもたちに育みたい力について、
昨年を振り返りながら二つ取り上げます。 

一つ目は、「自ら学び、考え、主体性をもって行動する力」です。 
昨年は、今まで以上にＡＩを身近に感じることが多くなり、目の前の子どもたちに身に

付けてほしい「学力」とは何なのかということを考えることが、たびたびありました。 
「社会の変化を前向きに受け止め、答えのない課題に、対話と協働で向き合える力」を

育てることが必要であると感じるとともに、その素地となる「勉強する(できるようにな
る)（考える)（挑戦する)のは楽しい」という思いを育むことの必要性を改めて感じていま
す。今年も引き続き「生徒が主体的に学ぶ授業づくり」に学校全体で取り組みます。 

二つ目は、「社会参画意識」です。 
昨年、私は民主主義の価値について考え直すことが多くありましたが、目指すべきはや

はり「一人ひとりが大切にされ、他者との関わりの中で『幸せと豊かさ』を求めることの
できる社会」であると考えます。学校は「小さな社会」であり、自分たちの行動で自分た
ちの生活がよりよくなったと感じられたり、問題を解決することができたと感じられたり
する経験が、このような社会の担い手を育てることにつながります。 
「全国学力・学習状況調査」の「生活習慣等に関する調査」の中に「地域や社会をよく

するために何かしてみたいと思いますか」という質問項目があります。コロナ禍の令和４
年度調査では、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」「どちらかというと当て
はまらない」「当てはまらない」の選択肢のうち、「当てはまる」の本校の回答率は4.3%
でしたが、その後、年を追うごとに上昇し、令和７年度には 31.6%となりました。この
回答率は、全国平均(22.4%)と比較してもかなり高い値です。地域、地域の担い手として
の保護者の方々の、子どもを見守り育もうと考えてくださる意識の高さの表れであり、本
校はかなり恵まれた環境にあると言えます。 
生徒会本部役員が１２月の学校運営協議会において「今まで以上に地域に対する生徒の

意識を高めるための方策」について提案してくれましたが、今年も、子どもと大人が力を
合わせて、生徒の社会参画意識を高める取組の充実を図ります。 

３学期は、年度のまとめの学期であると同時に、「次の学年（３年生は次のステージへ）
の０学期」とも言える大切な学期です。今学期も、保護者・地域の皆様の御理解・御協力を
賜りながら、充実した教育活動を目指してまいります。今年も、どうぞよろしくお願いいた
します。 
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